
日也あれ 、そU何割l
U初4LURL九問やが可許可到一

A江口同は臼分が
演じたかっ
た
創
れ、
それをきっ
かけに彼友の児
遍一

のいいい役を科た朽化催、
主
盗（お
っ
慨がはじ
まっ
た
V（一向治の夕刊紙一

・
えいゾ
ぷ
んを
汲
ん
だο
文
化いへhH
「
新
政羽田」
叩
汀
6
日
付）

一

一品川一が的まvゐゃ、υ4d
さんは向山旬、』
司引
は刊械の々じ、
．4hの附HMM

れ、
ー市内いえタ
lし
のぬれ7
めの
伊
占町とり卜．げ、
目制σ
k九州に山℃

一
まま獄中で死ん
だ一V（ト一一向紙一ー文栄た女問問・間以（江訂〉
の色弁に

一
一般桜」
叩
凡
9
H
付
り）

侍
わ
さ
れ
ナ汀H
が
起
こ
し
た、
派
子江一

へ袋一収監獄につ
ながれている
江

口葉桜一
堅
め一
件まで
紹介。
一

江♂の
旧必といえば、
問
可前の
没必
した梶し
なロへ
の
μ動みたい
な

行
はmu哀をあ
げてお
り、
円川
は

軒
以はヒ尚ですぐ
左翼劇評家の
一

ま
た
し
て
も
中
国
お
得
立
の
キ
ャ一
R。
そ
の
暴
露
内
容
は、

ナン
と
彼

川

m月
クーデター
に失
敗、
同人八
組が
ものだっ
たが、
十月に入っ
てから

百寸が女史の円支
に
あてられるの
府納
（と
う・
の
う）
にとり
入ニ

ソ
ペ
l
ン
が
始
ま
っ
た。
こ
ん
ど
は一
女
の
男
遍
歴
に
ま
で
及
ん
で
い
る。

川

澄刑された直後にもひとし
きり中
の相次ぐ旧窓口
語は、
明らかに四
を
堅品し℃一
週間で
別の
江寸に
交
て、
彼の
推胸で主役に抜てきされ一

。
悪
女
・
江
青。
の
旧
悪
暴
露
作
戦。
一
事
実、
女
優
時
代
の
彼
女
の
芸
名「
藍
川

国
内外の
マ
スコ
ミを
阪わした～。

人組
裁判中
高にした中同
当
局の
世
代させ℃い
る
という
V
完結
の
中
た。一一人
は同筏したが、
軟弱
タイ一

例
に
よ
っ
て
裏
で
中
国
当
局
が
リ一
頭
（
ら
ん
び
ん
ご
を
も
じ
り
「
乱
州

企
在北京の
文物
質
山川
論工
作とみられている。

京
市桜」
刊
誌日付
G
O

Jの
円納と
勝ちい益江
はとYDの一

モ
コ
ン、

ねら
い
は人7
月
末
か
来
月一
奈
（
ら
ん
ぴ
ん
と
と
呼
ま
れ
た
ま
ど
川

金時
計、
語、
エロ小説
空1
5

正
男
き
して
知られる
喜

入江口は幼少時、
認の父
祭

会
宇もなく、
もはわずカ
斗
につい
ては、
驚くなかれ、
市人
思います
よ」
というの
は点
以外い〈

初
め
に
も
聞
か
れ
る
と
い
う
四
人
組…
男
関
係
が
派
手
だ
っ
たれつ
で
1
香川
鰐日
開訪
日
弘

口組

一一九
時間
訪日間吋訪日
前し一M
M
m昨日UUMQ
持
殺しい っ
持
汗
二
組
問戸川崎
将。日

裁
判
に
備
え
て
の
地
な
ら
し
工
作
ら一
港
の
あ
る
中
国
系
紙
な
ど
は
そ
の
あ
川

規

一語畠汗し、
ちじ
県円
戸一
は臨
不都合な時、
こうした
阜で
まず出
府
と江山の仲をとり
もっ
た放浪生

こん幻ふう
に

打出足巡り
まさ℃
セ
数十人
ビゃ
な
い
で
すかし
とい

4小平死後にA
tu
p
といっ
た

し
い。
大
陸
は
も
ち
ろ
ん、
芥
港
の

た
り
を
初
め
て
紹
介
す
る
江
青
伝
記
川

散
Vebco

Aをつ
くるの
は北fハの引とう子段
氏、心党副じ
巴
のだヌだっ
たυ
い2
た川たちバ
い
やれ川の十月が次
う0

3
ベヤや
奈川交わされたりし
てい
る

中
国
系
新
閉
ま
で
動
員
し
て、
江
古一
の
連
載
を
開
始
し
た。
江
古
の
男
に
川

この附の
出口批判は、
に
おかじ
だ」
という。

業だ幼かっ
た
町川はここで脱
出凶
々
と辺り
本－ていっ
た
別たちの
必

そ
うだ。
出荷の
太郎分
が
正
公

夫
人（六
五）
の
恵
業
の
か
ず
か
ず
を
p←
ふ
ち
ど
ら
れ
た
生
涯
と
は
10

川

ロ
ー
テ
ィ

ー
ン
で
初
夜
捧
げM
身
も
心
も
団
結u
し
た
四
人
組
時
代
ま
で
数
十
人
と：：

劃剖制削ど

山
とな
りそうなのも、
誌の
川

ー

Illi－
－’
｜

で
江
山
女史
に
余
計
な
こ
と
をしゃ
べ

コ

ロゎw
w
hp
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託
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一

向

認

特

諮問
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税制、
2

2
3

2
史

島
際

？一

色
2wMrJ

E
畿

F

の
民兵組
織を
京し

夢i
Z
られては
という
主に
史、
旧

日一川
品
川

幻JNL
3
h

q

史
女児附

設
計
3UM
1
2ま’

d
虫

色宅
場鋭機グ
橋

弘
警
機務
勺ケ
元

齢
、制川け
ア
文

1

2したー
という
「反

自

主
主
君ら、
江e
け
査
に

t
s
f
J

J
場料
税制
限
1

5

2

J

一
＼
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fjiiq
1

Jr
m
な

洪
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告

3
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s

i

t

－－つ叶

い
もトト
同社
践

す初開・
即刻

経
験
議幽司
てJJFi客一1J
T
6れUL－－口、
王

毒みたのだといわれて
おり、
現
ワの
J
デ
がある

30

受

精
傭
女
児
初
夜
蹴
康
生

a
a
類
約
繍
舗
、

叩
液
繍
総
議
司

〆／
週
烈
紡
綴
苅

に
ク
ーデ
タ
ー
5
の
悦
に
は、
自ら

を、
4ke
江
川
完つ
え（
判

』
…

劇
院
や
亀
一
換
聾
誘
責
抵

t

j1

主
席
に
就
任
す
る
党・

男
容
は

決）
だが、
中
附
教授
は
こ
う
み
る

…

見
出
品川駅山山間
関
脇

叡蝉
げ
齢期

死
刑
避
け、
終
身
禁
固
か

ト
日
給付日
終日
γ
L
M比
例日
開
郡山

市
女先9
2的偶
？
若
君
子
一
竺

その中で、

雪山何度の
期間一
緒
ほか、
高（しよ
う・
みん
）
とい
と、
宅E巡
り身も心も
du
ヂ
し
判の罪状か
らいえば、
告の
程
ような
憎し
みがあり、
江HJは
その

・
alit量れ寺唱当h申・査証R’冊、

に持らした相
手としては、
先の
以
う
記認の抽出出家の名前も挙がっ
て
ていたばかりでなく、
革命京劇の
週
艇や性栴の残恕さなどは、
本筋
象徴。
だから、
厳別に処さなけれ

小」
と府納、
宅沢点との
悶に、
さら
い
為が、っ
かの
附の
恋人となると、
男優、
卓球界の
毘・
荘刻
印棋
と
も
と
紋
もゆかりもないわけだ。
だか
ば
納
まらないでしょ
うが、
殺す
こ

に二
人はいたらしい。

こ
れは
もっ浜の
以砂ほどもi。

：、
という活rを犯している。
火
プ
ちこ
そ9
逆魔K狩りe
な
んて戸
も
とはで
きない。
今、
破く側にい
る

一
人
増加、
山内の白
書繭

「
壊はありませ
会、
こ
れま
タ
寄っ
た。
旧
量
堅ャ
ンベ
I
聞こえてくあの
だが、
中
堅
母

語だっ
て、
ち時代には似た
き

の竹史
夫総
劇院で
化憾の
卵とし℃
で
に流れたウ
ワサ
とし
ては、
古川れ
ンe
で
は、
この
あたりまで山て米
い
ま江
討を
何がな
んで
もふ仙
代の必
な
こ
と伝していたわけで
すから」

研修巾だっ
たハ
イティ
ーン時代の
闘にめぐり合う去での低公的代初
る吋能住十分
というわけ。
それ
に
女に仕な
てなくてはならない。
と

冗
の併
以数枝も1殺せば
後た
を

こ
とで、
無%の
J作。

・
矧や、－つんと鴻んで川
人利時代に
し
てもかつ
てじ沢市mい大人として中
の・7U桁とは、
こうだ。

不満汁子の列教♂に化aV℃るこ
と

そして－一
人
けが、
仔ぬい人Fの
凶
もあ
ります一
（
何以
内店）

同に討臨した
彼火の滋Jパをここま

「ぷλトmm
小半時
代が
どうなる
に吋りか
ねませんL
とい
う。

円
削
此
をし
て
い
た
同
湾
出、
打

川
人

い時代
の
り
ソ
サ
と
は、
江
汀
で
ほ
じ
く
る
と
は、
しつ
こ
い
とい
う
か、

弁派
が
ま
た
山
を
もつ
の
で
は

汁
f
は、

Zf
京終
‘北K
MG

Fは政倣（
こっ・
けい）
という
同
ば山山口け
備会
中、
品
工パ（同
ι

二十山引
か、
・な
んというか。

ないか！といまの巾川の

折持作凶
残る仲に
い刊を山い
明中で
川ごす
こ
と

大
川大限淀川川胞のリJIM－－。
この

hxw－ろというにUの
NK川たち4一
μ

ところで、
河内ら四
人創刊の上海
が強い
不安をいだいていゐ
んだと
になるだ
るつ、
という
のである。
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